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は じ め に

この調査は､ホタテガ イ増養殖の基礎となる種苗を効率的に確保するため､毎年継続 して行って

いるものである｡今年度は昨年度にひき続いて外海域におけるラーバ調査の充実を図った｡湾内で

は､外敵生物であるヒトデについて､ラーバの出現状況と付着時期の調査を全湾的に拡大 して行っ

た(本誌 ｢ヒトデのラーバおよび付着に関する調査｣参照 )｡調査にあたって､湾内および外海の

関係漁業協同組合､各漁業研究会､青森音水産指導センターの方々より絶大な協力を得た｡ここに感

謝の意を表する｡

Ⅰ 陸 奥 湾

調 査 方 法

1 水 温 測 定

予報に用いた水温のデータは､沿岸定置観測による茂浦地先の表面水温と､陸奥湾開発調査に

よる湾内5地点のブイロボット(第 1図 )の水深別の水温､浅海定線調査による水温､および第

1-10回のラーバ調査における各調査点の表面水温 ･水深別水温であった｡

2 母貝成熟度調査

ホタテガイ母貝の産卵時期と産卵規模を推定するため､55年12月から56年 5月まで生殖巣指数

(生殖巣重量×100/軟体部重量 )を測定 し､成熟度の指標とした｡垂下養殖貝は54年産貝とし

川内 ･野辺地 ･土屋 ･蓬田の4点､地まき貝は53年産貝とし､川内 ･野辺地 ･脇野沢の3点につい

て行った｡それぞれ 1回につき30個体を測定 し平均 した｡

3 ラ ー バ 調 査

第 1図に示 した34点において､ 4月初めから6月中旬まで計10回行った｡図中Pおよび1- 9

は増殖センター､01･02は水産指導センター､その他の点は各地元の漁協や研究会により調査さ

れた.ラーバの採集は5･10･20･30m(増殖センターは40mまで )の各水深からポンプで202

の海水を船上に汲み上げ､ⅩⅩ13のプランクトンネットで滅過 した｡同時に1に述べた水温の測定

や水深､透明度､風向 ･風力､天候などの観測を行った(,ラーバの検鏡は指導センター､各普及

所の指導を得て行い､殻長別に個体数を計数 し､海水 1m3当りに換算 した｡
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第 1図 ホタテガイ･ラーバ調査点 (･)､および付着椎貝調査の行われた地先

4 付着稚 貝調 査

例年どおり6月と7月の2回､湾内一斉に行った｡6月は21点について中段 1袋ずつ､ 7月は

25点について上 ･中 ･下段各 1袋ずつを調査 した｡また､採苗器の投入状況調査をアンケート方

式で行った｡

調 査 結 果

1 水温と母貝の成熟度

第2図に55年12月から56年5月までの各地の生殖巣指数と茂浦表面水温の変化を示した｡また

第3図に48-56年のそれらの平均値を示 した｡茂浦の水温はほぼ平年並みに推移 したが､3月上

～中旬を中心に低めで､各ブイロボットの水温ではさらにその傾向が強かった｡また昇温の時期

は平舘から野辺地-と湾奥部ほど遅かった｡生殖巣指数の上昇時期は例年より早く､平均20%と

なったのが1月20日であったが (48-56年平均では2月3日)､2-3月の低温を反映 して下降

時期が比較的遅く､特に東湾でその傾向が強かった｡産卵の盛期は､①生殖巣指数の下降時期､

㊥水温の急激な上昇時期､㊨ 4℃以上の積算水温が20-50を示した時期の3つを総合して､ 3月

上旬から4月下旬と思われる｡48-56年平均では3月中旬から4月中旬なので､比較的産卵期が

長かったと思われ､ しかも産卵量のより多い東湾側でその傾向が強かったため､ラーバの出現期

が例年より長くなることが予想された｡

ここで､48-56年の前年9-12月の平均水温と､全湾平均の生殖巣指数曲線が200/Oを示す日との

関係をみると､第 4図のように前年 9-12月の平均水温が低いほど上昇時期が早いことがわかり､

その回帰式は､Y-2.58×10~14Ⅹ12･71となった (但 し､Yは1月 1日から20%を示 した日ま

での日数｡Ⅹは9-12月の平均水温)｡この相関係数は0.9122と高く､今後の予測に利用できよう｡

ただ､この式も上述の水温の急上昇や積算水温も､茂浦の表面水温を使ってのものであり､必ず

しも全湾の状況を反映 しているとは言い難く､特に東湾では予測のずれが考えられる｡今後ブイ

ロボットのデータが積み重ねられていくので､その活用を考えたい0
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1 2 3 4 5月第3図 昭和48-56年の垂下貝の成熟度と茂浦の

表面水温の平均第5図 昭和50-56年の全湾平均ラーバ出現数の変化2 う ーバ

の出現状況第 1-10回のラーバ調査における全湾平均のラーバ出現数の変化を､50-5

5年と共に第 5図に示 した｡また､各地点ごとの平均出現数の水平分布を第6図に示 した｡ラー

バの出現は､第 1回から比較的多く第 3回まで順調に増加した｡その後は産卵期の長かったことを

反映 して､第8回(5月末 )までかなりのラーバが残っていたことが特徴であった｡早 ･中 ･後

期の三つの分類型のうち､前半は早～中期型に属 したが､後半はなだらかに減少し後期型の色彩

を残 した｡西 ･東湾別にみると､西湾が先行 し東湾がそれを追い抜いていく例年のパターンがみられた

｡第 7図には第6回調査における蟹田一横浜間のテーパと水温の鉛直



であるが､西湾は津軽暖流水の流入によりラーバを含んだ海水が湾外に流出し､また一部は東湾

へ入り込んでラーバが薄くなるのに対して､東湾ではこの入り込んだ分が加算されて多くなるも

のと考えられる｡

第 8図に第 1-10回調査でのラーバの殻長組成を示 した｡山の移行は順調で､第 5回には200

FL以上の大型ラーバが半数をこえて採苗期の投入適期となった.付着の盛期は5月上～中旬でこ

これは西湾 ･東湾ともほぼ同時期であった｡なお､第8図のような殻長組成や殻長別の出現数の

グラフでは､山が移行するに従って低くなるが､これはラーバの自然減耗があるためで､産卵の

盛期の推定やその後の成長を知るためには補正する必要がある｡それには減耗率を算出して､逆

に減耗 0と仮定 した場合の付着の盛期を推定するのであるが､これは別の機会に報告 したい｡

3 付着稚貝の状況

第 1表に第 1回付着椎貝調査の結果を示 した｡また第 2回調査の結果を第 2表に示 した｡全湾

平均の採苗器 1袋当りの椎貝数は､第 1回57,000個､第 2回59,200個となり､昭和50年に次く

史上 2番目の豊作となった｡なおこの平均椎貝数は､第 1回では全調査点での単純平均であるが､

第 2回では各組合 ･支所ごとの投入採苗器数を掛け合わせての加重平均値を54年度から採用 して

おり､今回も同様にした｡例年の6月と7月の付着稚貝数を調べると､付着時期の早かった年で

は自然落下やヒトデの食害などにより減少し､逆に付着時期の遅れた年では6月の調査後に付着

するラーバが相当量あるため7月に増加するのが一般的な傾向であるが､今年は6月と7月の椎

貝数はほぼ変わらず､中間型の付着時期であったことが示され､前述のラーバの殻長組成による推

定とも一致 した｡

稚貝の大きさは､第 9図に第 1回 ･第 2回調査での殻長組成を示したが､第 1回がほぼ平年並

みの大きさであったのに対 し､第 2回ではわずかに成長の鈍化がみられた｡これは6月が全湾的

に低水温気味であったためと思われた｡その他の生物ではヒトデが第 1回21個､第 2回48個と少

なく､食害もほとんど見られなかった｡逆にムラサキイガイは第 1回33,200個､第 2回23,900個

と多かった｡エゾイシカゲガイは､第 1回調査に先立って5月19日と25日に浦田で調査された採

苗器にそれぞれ 2,200個､ 3,000個と例年になく多くみられ､第 1回調査の6月8日には4,100

個と次第に増加した｡なお第 1回調査の全湾平均は2,300個であった｡しかし第 2回調査では平

均 600個と減少し､ 7月下旬にはほとんど見られなくなった｡これはエゾイシカゲガイの底生移

行のサイズが2-3m!mと小さいためと考えられた.

次に､ホタテガイをはじめとする各生物は､水深による付着数の違いが種によって特徴的であ

った.ホタテガイは第 2表のように深いほど多いことが明らかで､ヒトデやエゾイシカゲガ イも

同様の傾向だった｡逆にムラサキイガイは上段 33,100個､下段 14,200個と浅い方が多かった｡

最近増加してきた耳吊り養殖でムラサキイガイの付着が問題化 しているが､垂下水深を下げるこ

とによりかなり防げると思われる｡

湾内における椎貝の採取は7月下旬を中心に始められ､順調に経過 して8月上旬には終了した｡

4 ムラサキイガイ ･ラーパの出現状況

増殖センターで検鏡 した､P･1- 9･Ul･Hl- 3についてはムラサキイガイのラーバについ

ても調査 したので第10図に示 した｡200〟未満については判別 し難いので200/1以上のものだけ測

定 した｡平均出現数は､ 4月上旬まで増加しその後減少した｡また､殻長別にみると次第に大壁

のものが増加する傾向がみられた｡これらのことから､付着盛期は5月上 ･中旬と考えられ､ホ
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第2表 第 2回付着椎貝調査 (7月5-11日)の結果
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テガイの場合とほぼ一致 した｡水深別出現数では5-20mと浅い層に多く､その憤向はホタテガ

イよりも強かった｡これは前述の付着椎貝調査で浅い方に付着が多かったことと一致する結果で

あった｡

ⅠⅠ 外 港

外海におけるラーバの出現と､その後の付着についての詳しい報告は後日改めて行うこととする

ので､ここでは概要を述べるにとどめる｡

調 査 方 法

ラーバ調査点と付着椎貝調査点を第11図に示 した｡これらの調査方法は原則として湾内と同様で

あったが､ラーバの採集は一般にラーバが湾内より希薄であるため100- 2002採水して行った.

ラーバ調査は今別で4月22日から5月19日まで5回､三沢で4月13日､同28日､ 5月21日の3回､

野牛で4月23日と5月13日の2回､佐井で5月6日の1回､それぞれ行った｡付着稚貝調査は各地

とも湾内に合わせ6月と7月に行った｡

調 査 結 果

4- 5月の各地におけるラーバ出現数を第12図に示 した｡三沢では4月末をピークとする増減が

みられ､今別では安定 した出現があり､佐井 ･野牛ではこれらに比べ量的には少ないものの漸増の

傾向がみられた｡次にこの図から5日ごとに全部を平均 して陸奥湾と比較 したのが第13図である｡

両者の同じ時期ごとの相関をとると､相関係数が0.795と高かった｡さらに外海の時期を5日前に

移動させると､ 0.965と相関係数が高まった｡すなわち外海でのラーバの出現は湾内より5日遅れ

であることがわかった｡

次にラーバの寮長組成を第14図に示した｡これらのうち､今別の4月22日､三沢市の4月28日､

野牛の4月23日と5月13日が､陸奥湾の同時期の殻長組成と相関が高く､湾内と外海のラーバはほ

ぼ同じ大きさと考えられた｡付着椎貝の殻長組成を第15図に示した｡湾内と比べると､6月の今別

で0.4mm､ 7月の三沢で1mm､野牛で 2ガm湾内より大きく､昨年も同様の現象がみられた.

以上のことから､昨年の同報告で述べたように､本県外海でみられるホタテガイラーバが陸奥湾

由来であることが確実となった｡したがって外海での採苗には地元でのラーバ調査だけでなく､湾

内の豊富なデータが大いに参考となり得るであろう｡

ⅠⅠⅠ 採苗速報 ･その他

採苗速報は､ラーバ調査の第 1- 8回および付着椎貝調査の第 1回､第2回の終了後に､第 1-

10号としてとりまとめ､普及所 ･漁協を通じて配布した.また､それと同時期にNHKラジオ ･テ

レビに簡単にスポットとして流して一般に広報した｡内容は第 1- 8号では､ホタテガイ･ラーバ

の出現状況の他に､水温､産卵の状況､ヒトデ ･ラーバの出現についても触れ､一部の地区での付

着状況を述べた｡採苗器の投入指示は第 3号 (4月23日)から開始 した｡第9･10号では椎貝の採

取時期を中心として､ヒトデその他の付着についても述べた｡

なお､湾内および外海で漁協や研究グループによるラーバ調査が最近熱むに行われていることか

ら､56年3月､ ｢ホタテガ イ･ラーバ調査の手引き｣を刊行し､関係機関に配布した0
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